
 

ホメオスタシス多視点評価プロトコルによる健康評価 
 
試験研究計画名： ホメオスタシス維持機能をもつ農林水産物・食品中の機能性成分多視点

評価システムの開発と作用機序の解明 
研究代表機関名： 自然免疫制御技術研究組合 

 

背景とねらい： 
個体のホメオスタシス(健康)維持能力を生体内異物に着目することで、農産物や運動

などの複雑な健康維持機能を評価できると考え、世界初となる多視点評価システムを開

発しました。測定は、生体内異物を作らせない（生体内酸化ストレス状態：好中球活性

のスーパーオキシドとミエロペルオキシダーゼ(MPO)産生能で評価）、ためない（生体

内異物の蓄積状態：細胞毒性の高い酸化 LDL量で評価）、排泄する（異物排除能：食細

胞の貪食能で評価）で行いました。しかしながら、それぞれの評価値は異なる基準を持

つので、統合化して評価する方法が必要になります。そこで、統合指標を創出しました

ところ、これまでにない健康評価となることがわかりました。 

 
特長と効果： 

異なる多視点を統合化するために偏差値化を導入しました。そのために、測定するス

ーパーオキシド産生能、MPO産生能、食細胞貪食能、酸化 LDL量について、健常者デー

タを母集団として正規化データを得る必要があります。そこで、検診受診者の協力を得

て 1000人にも及ぶ血液を測定し、国際臨床科学連合による国際プロジェクトの基準範

囲算出方法に基づき、一次、二次除外して選択したデータを Box-Coxべき乗変換により

正規化し、基準範囲（平均±2SD）を設定しました（暫定値のため非公開）。 

 

図 1．偏差値化による統合レーダーチャートと歪率計算式 

レーダーチャートの補助線はそれぞれ偏差値 30、50、70を

示しました。基準範囲(平均±2SD)は偏差値 30～70に相当

します。歪率は平均からのズレの割合で表示しました。 

図 2．統合レーダーチャートと歪

率に関する喫煙者の例 

 

個人の測定値を偏差値により同一指

標として取り扱いレーダーチャートを

作成することができました(図 1)。また

平均からのズレを歪率として評価する

ことで直感的に多視点の評価状態を捉

えることができる方法を考案しました

(図 2)。 

スーパーオキシド産生能、MPO産生

能、食細胞貪食能、酸化 LDL量と従来

の生化学マーカーとの相関性を評価し

ました(図 3)。BMI、腹囲、総コレステ

ロール、中性脂肪、空腹時血糖などの

メタボや肥満に関連する指標、肝機能

の GPTとの相関性が観察されました

が、血圧との関連性は見られませんで

した。血液の測定なので白血球数、ヘ

モグロビンによる影響を受けていま

す。喫煙習慣と好中球活性には高い相

関が見られています(図 2)。以上から本

開発多視点評価システムが健康指標と

して生活習慣病と関連する従来指標

とも相関性が高く、慢性炎症疾患へ

の移行状態を反映していると考えら

れ、未病マーカーとしての有用性が

示唆されました。 
 

社会実装の対象と可能性： 
個人の動的な健康維持に関わる能力を評価出来るので、人間ドックでの健康診断の項

目として利用できます。 

農産物や運動の健康維持機能を評価する新規なマーカーとして日本の農産業の高付加

価値化に寄与することが期待されます。 
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図 3．各評価システムと従来の生化学指標との相関性 

O2-:スーパーオキシド産生能、MPO:ミエロペルオキ

シダーゼ産生能、OxLDL:酸化 LDL量 
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